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0演奏鑑賞3 フランスの作品
ジャン＝アンリ・ダングルベール
組曲第1番より
プレリュード
アルマンド
クーラント
0演奏鑑賞4
J. s. バッハ作曲
フーガの技法より第 1番
イギリス組曲第 6番よりプレ
リュード
0生徒さん達によるチェンバロ体
験
【取り組みの成果】
II 
さつきょくか
ブランスの作曲家
ヨJ¥ン・ゼJ以ティアン・バッJ¥
1. 演奏を聴いて感じたことを書こう。
くみきょくだい5ばん
イギリス組曲第5番よりプレリュー ド
0久しぶりに聴いたけどいい音。チェンバロはうつくしい楽器だとおもいます。
0はじめてきいてとてもたのしかった。また機会があれば聴こうかなと思います。
0良い音すぎて眠たくなりそう。
〇ゆったりした曲とリズムが速い曲があったのでそうちがうのだなーと思いました。
0推測だが音の感情
0フランスはおしゃれな音でドイツは暗い音
0フランスのルール？とドイツのルール？がちがっていてびっくりしました。
0フランスは音にポップというかおしゃれさを感じたんですけど、ドイツは音に重みと言うか、深刻そ
うな音を感じました。
0プレリュード、アルマンド、クーラント、サラバンドは舞踏会で踊られてそうなとてもおしゃれで聴
いていてとても気持ちが良かったです。それとは対照的にバッハのフーガの技法は、とても悲観的で何
かを伝えよう、訴えようとしているようなとても重圧的な音でした。
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【総括】
0全体で 90分近いイベントであったにもかかわらず、静寂を保ち、熱心に聞き入っていた。
0チェンバロに一人一人が触れ、みな積極的に思いおもいの曲を演奏し、チェンバロの音色を楽しんで
しヽた。
0もっとも気に入った曲としては、イギリス組曲の第 6番のプレリュードが採り上げられていたが、並
行してフランスのダングルベールの組曲にも触れ、オシャレな音と感じる生徒さんが複数存在していた。
このことから音楽の性格を直感的に把握に、そこに込められた感情を対比させる力があることが、理解
される。
0上記を踏まえ生徒さんから多様な考え・思いを引き出すための間いかけ、鑑賞教材の選択、提示方
法を引き続き検討していく。
【演奏会の様子】 【楽器に触れるコーナーの様子】
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